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１ テーマ設定の理由 

労働や福祉分野では、障害者雇用適用範囲の拡大

等を規定した、障害者雇用促進法の改正(2008)や障害

者自立支援法の施行(2006)がなされ、障害者に対する

就労支援は、これまでの制度と大きく変わることとなった。

一方、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領、高

等部学習指導要領(以下「新学習指導要領等」という。)

の改訂(2009)では、一人ひとりに応じた指導の充実や自

立と社会参加に向けた職業教育の充実が示された。  

社会情勢が変化する中で、本校高等部では、労働分

野で行われている支援の理論を積極的に活用する必要

があると考え、トータルパッケージ(以下「ＴＰ」という。)を

進路学習に導入し、一定の成果を得た。よって、労働分

野で提唱されている職業リハビリテーションの考え方を

取り入れた実践が、教育分野ではどのような意義がある

のかを確認・整理しながら考察する。 

 

２ キャリア形成と職業教育 

松為1)はキャリア発達の視点から、障害のある人の就

労支援を考える場合、その個人特性の全体像を階層構

造として捉えることを提唱している。そして、指導目標の

階層性に着目した学童前期から青年後期にわたる個別

移行計画を、就業に向けた系統的な教育や支援のあり

方として示している。このことを踏まえ、知的障害を対象

とした特別支援学校（以下「特別支援学校（知的障害）」

という。）の職業教育について筆者は次のように捉えてい

る。特別支援学校（知的障害）では、小学部低学年から、

児童の実態に応じて、「学習の基礎的技能」や「適応の

基礎的技能」、「地域社会への適応行動」の向上に関す

る指導を開始している。そして中学部からは作業学習を

通して、「職業生活の準備性」を高めることを課題として

積み上げ、高等部ともなれば「職業適合性」にも目をむ

けることとなる（図１）。 

 

 

 

職業教育は、一般に特定の職業に就くために必要な

知識・技能及び態度を身に付けることを目的とするが、

知的障害のある生徒の教育においては、職業人として

だけではなく、社会人としても、必要で一般的な知識・技

能及び態度を身に付けるようにすることを目的とするとこ

ろに特徴がある。従前から、特別支援学校（知的障害）

高等部段階の生徒に対する職業教育、すなわち進路指

導は、作業学習や校内実習・産業現場等における実習

(以下「現場実習」という。)等の実際的経験を大切にして

きた。作業学習では、作業活動を学習の中心にすえ、

作業態度・習慣の形成や作業等に必要な知識・技能の

習得に関する目標を設定し、「日常生活の遂行」「職業

生活の遂行」に関わる諸能力を高めてきた。また、校内

実習・現場実習を通して生徒の能力面・非能力面の特

性から、希望職種への適性を見極め、技能の学習可能

性効果的な支援方法を検討・評価し、「職務の遂行」が

できるよう、円滑な移行を目指してきた。 

そこで、労働分野で開発されたＴＰを教育分野に導入

するにあたり、作業学習の意義と特徴を念頭におき授業

づくりに生かそうと考えた。特別支援学校（知的障害）に

おいて、教科・領域を合わせた指導（以下「総合学習」と

いう。）が効果的であると言われるのは、動機付けによる

必然性がそこにあり、単なる訓練ではない授業の流れ-

生活の文脈の中で身につけることが大切だからである。

よって、働く場としての設定をし、その中で課題解決する

ための知識や技能、態度の育成を目指すことが重要で

あると考えた。 

 

３ 作業学習におけるＴＰの活用 

（1）作業種目・題材としての価値 

 作業学習では、学校が計画する自主生産作業や事業

所から請け負う委託作業が行われており、多様な作業
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図１ 特別支援学校（知的障害）における指導目標の階層性 
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種目が取り扱われる。この選定にあたっては、配慮すべ

き点があるが、以下の点でＴＰはその選定要件を満たし

ており、作業学習で取り扱う題材としての価値が高いと

いえる。 

・教育的価値の高い作業活動を含んでいる。 

・生徒の実態に応じた段階的な指導ができる。 

・障害の多様な生徒が取り組める活動を含んでいる。 

・共同で取り組める活動を設定できる。 

・作業に参加する喜びや完成の成就感が味わえる。 

・作業内容が安全で健康的である。 

・原材料の安定した入手について心配する必要がない。 

・作業形態を自由に設定できる。 

 

（2）ＴＰの活用に際しての目標設定 

これまでの現場実習や就職後の生活における課題の

一つが、適応力の弱さである。この原因を、生徒や卒業

生の障害特性である記憶・判断・推測の困難さや環境

整備不足も含めた作業遂行能力の欠如、自己認識の

不十分さ、コミュニケーション能力の不足によるところが

大きいと分析した。 

そこで、本校では、作業学習を中心とした様々な指導

場面において①働くための諸知識・技能・態度に相当す

る作業遂行能力の向上②自分の仕事を計画・実行し、

自己評価するセルフマネージメントスキルの獲得③職業

生活を送る上で必要なコミュニケーションスキルの向上

を目標として設定した。 

イ 作業遂行能力 

 この項目は、従前の職業教育でも大切にしてきた事項

である。障害者職業総合センターから示された正確さや

一定の能率、期限内に行うことの他に、仕事量や持続

力、指示の理解、手順の理解、製品の丁寧な取り扱い

等の向上を目指すこととし、生徒には「作業を行う力」と

して示した。 

ロ セルフマネージメントスキル 

 この項目は、主体的な行動を形成する上でのキーポイ

ントである。校内で実施した障害者職業総合センターに

よるレクチャーを基に、以下のように定義して教師間の

共通理解を図り、生徒には「自分で作業を進める力」とし

て示した。 

(ｲ) セルフインストラクション 
 本人が自分の行う行動を宣言してから、目標となる行

動を行う方法とする。 

(ﾛ) セルフモニタリング 
本人が自分の行った行動を確認しながら、目標となる

行動を行う方法とする。 

(ﾊ) セルフレインフォースメント 
本人が自分の行った行動を結果にそって、自分の行

動に対し報酬や罰を与える方法とする。 

ハ コミュニケーションスキル 

 この項目も、従前の職業教育でも大切にしてきた事項

である。障害者職業総合センターから示された報告や連

絡、相談の他に、挨拶、返事、言葉遣い、協調性、指示

の受け入れ等の向上を目指すこととし、生徒には「人と

のやりとりの力」として示した。 

 

（3）支援方法 

イ 補完手段・補完行動 

ＴＰでは、対象者の認知障害の状況を把握するだけ

でなく、対象者がその障害を補完する手段を得ることが

できるよう支援することも目標にしている。そこで、本校で

は、うまくできなかった場合の対処方法について整理し、

補完手段・補完行動を設定することによって、どのような

支援が具体的で有効な対処方法となりうるかを検討する

こととした。補完手段・補完行動については、以下のよう

に定義した。 

(ｲ)補完手段 

 作業をスムーズにするために用いる補助具等の物品

や環境設定のこと。 

(ﾛ)補完行動 

 指さし、黙視、読み上げといった自分の行動により、作

業をスムーズにすること。 

ロ システマティックインストラクション 

①課題分析②指示の４階層③最小限の介入④距離

⑤褒め方、修正の仕方という５つの基本ルールを取り入

れ、生徒の自立と理解の度合いに合わせて、介入度が

低く、最も効果的な支援方法を選択することとした。 

(ｲ) 課題分析 
 動作や作業の手順を小さな行動単位に分けて、時系

列に沿って並べたり仕事内容を具体化したりすることに

より、工程を細分化することとした。この時、用具や場所

だけでなく細分化した工程にも名前を付け、全工程にお

ける位置づけを明確にした。 

(ﾛ) 指示の４階層 
障害者職業総合センターから示された「言語指示」

「ジェスチャー」「見本の提示」「手添え」の４段階に「視覚

情報の提示」を加えることとした。 

(ﾊ) 最小限の介入 
 生徒への指示は恣意的でなく、課題分析に基づきな

がら、必要最小限にすることによって、自立に導くことが

大切である。しかし、効果的で最小限というのは、どのよ

うな頻度・強度なのか、最初から分かるわけではない。そ

こで、エラーレスラーニングの視点から生徒の自立度・教

師の介入度を考え、プロンプトを減らしていくことを基本

に置きつつ、臨機応変に対応することが課題である生徒

には、トライアンドエラーの視点から生徒の自立度・教師

の介入度を考え、プロンプトを増やしていくことにした（図

２）。 

 

 

 

 

 

指示の４階層  自立度      介入の方針 

言語指示      高  エラーレスラーニング 

ジェスチャー 

見本の提示 

手添え        低        トライアンドエラー

図２ 指示の階層と生徒の自立度－225－



(ﾆ) 距離（位置関係） 
 教師は生徒との位置関係に留意し、個別に指導する

時には、利き手側に立つことを共通理解した。そして、

生徒から教師の表情が見えて視線を合わせられる位置

→生徒の視界から教師が離れてはいるがそばにいること

は分かる位置→生徒の視界から教師が離れていて存在

が分からない位置というように、徐々にその距離を離して

いき、生徒の自立度を高めることとした。 

(ﾎ) 褒め方、修正の仕方 
教師は、生徒が適正な行動ができた時には、正しくで

きていることをその場で評価し、生徒が間違った時には、

すぐに制止して適切な方法を示した。誤りを制止する時

には静かに止める程度に心がけ、端的に修正方法を示

すことにより、セルフマネージメントの向上を目指した。 

 

（4）ＴＰを導入した成果 

 これまでの本校の実践では、以下のような成果を得た。 

①１３種類の作業から構成されるワークサンプル幕張版

（以下「ＭＷＳ」という。）を実施する時には、課題分析を

行い、補完手段や補完行動も含めた作業の手順を視覚

的に提示した。セルフインストラクションやセルフモニタリ

ング、セルフレインフォースメントを行うようにしたり、補完

手段・補完行動を設定したりたりして、生徒自身が自分

で作業を進める力を高めることをねらった。その結果、生

徒たちは、様々な仕事を体験し、職種に対する理解を

広げ、自分には得意・不得意な仕事があることを知ること

ができた。ある生徒は決められた手順や指示書に従って、

自分で考えて作業を進めることができるようになった。ま

た、ある生徒は、気持ちが不安定になった時に、自分の

気持ちの状態を伝え、休憩をとる必要があるかどうか考

えて行動することができるようになった。 

②校内作業におけるＯＡ作業実施期間中に、ある生徒

の到達度を「一人でもしくは補完行動・補完手段で通

過」を２点、「インストラクション介入で通過」を１点、「支援

を受けても難しい」を０点とし、集計結果をまとめた。（図

３）その結果、数日間の作業の中で、補完行動や補完

手段を取り入れながら、課題を達成していったことが分

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③幕張ストレス・疲労アセスメントシート（以下「ＭＳＦＡＳ」

という。）をアレンジして活用し、生徒自身がストレスや疲

労の認識とそれに伴う課題の把握や前兆となるサインの

整理・気づきができるようになり、それらへの対処行動の

確立の必要性について理解できた。そして、それらをマ

ネージメントしていくことが、作業遂行能力や、様々な生

活場面における人間関係の円滑化にも好影響を与えて

いることも理解できた。 

④M-メモリーノート（以下「ＭＮ」という。）や健康管理グラ

フ等、教師が個に応じたものを柔軟に選択し、生徒が活

用することによって、生活管理、体重管理、運動管理に

ついてのマネージメントを充実させることができた。この

手法は、卒業後も家庭と進路先連携の下に継続され、

健康の維持増進に対する効果を維持している。 

⑤「文書入力で分からない漢字があったので、漢字の勉

強をしたいです。」と、他の教科にも意欲的に取り組みた

いという姿勢をみせる生徒も見られた。 

また、家庭や実習先との連携においては、以下のよう

な成果を得た。 

⑥学校と家庭が、支援内容・方法を共通理解して指導

にあたりやすく、本人の自己観察、自己評価、自己強化

の機会を、段階的かつ繰り返し取り組むように設定でき

た。 

⑦学校と現場実習先が、できない場合の対処方法をあ

らかじめ決めていたので、実習担当者の差異が作業遂

行能力に及ぼす影響が小さくて済んだ。 

⑧作業遂行能力が数値化できるので、学校と実習先と

の比較が容易だった。また、作業課題を変えずに実施

することも可能で、場面間般化や支援者間般化ができ

たかどうかの評価が容易だった。 

 

４ 考察 

本校高等部では、将来の生活を見据え、様々な職種

を経験し、自分に適した職業を考えるために、現場実習

を行っているが、一部の生徒に、学校生活ではできてい

たことが実習先ではできていないといったことが見られた。

これは学校と実習先における支援者、取り扱う物、活動

内容等の環境が異なること、活動自体の詳細な分析が

不十分であったこと、支援者間で支援方法が異なること

等が原因ではないかと考えられた。 

 よってこれに対応するためにＴＰを導入し、校内におけ

る目標の設定のあり方や支援の方法を工夫し、外部とど

のように連携すれば円滑な移行ができるかを考えてきた。 

（1）目標の設定 

これまでの進路指導上の課題の一つとして、職場で

の不適応行動が上げられており、個人因子の向上と環

境因子の整備という両側面からのアプローチが求められ

ていた。 

これに対して私たちは、課題に応じた補完方法や対

処方法を獲得させ、セルフマネージメントスキルを向上さ

せることに取り組んできた。そして生徒たちは、学校や家

庭、実習先、進路先等の「場面」、教師や保護者、指導

員、実習担当者等の「支援者」、教育活動における指導
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図３ 集計結果 
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目標、実習先や勤務先における業務等の「課題」が変

わっても、補完方法や対処方法を駆使しながら彼らの力

を発揮させることができた。 

例えば、ある現場実習先では、補完手段として使用で

きるホール清掃マニュアルを活用した。校内の指導で、

言語指示ではなく視覚的な情報による指示書があれば、

一人で作業を進められることが分かっていたからである。

そして、現場実習当初は「どこまで指示すれば良いのか。

やって見せた方が良いのか。」と話していた実習先担当

者から、現場実習後半には「一人でどんどん進めてい

る。」との評価をいただくことができた。このように、実習

先が不安に感じる生徒たちの適応状況に対する支援方

法を教師が具体的に提案し、現場で一緒に考えていく

ことが実習先担当者の安心感につながり、生徒が力を

発揮することにつながった。 

こうした活動後に得られた達成感は、自己肯定感や

自己有能感につながり、その他の様々な場面において

も主体性や意欲を向上させることとなった。このことは、

生徒が主体的に社会参加し、自立を目指していく上で

特に重視されるべき点であろう。 

このように、個人因子と環境因子の相互作用の中で

状態像を把握し、具体的な補完手段や補完行動及び

対処方法を考えてきたことで、社会への移行期である高

等部における目標の設定や支援の在り方に大きな示唆

を得ることができた。 

 

（2）支援の進め方 

ＭＷＳやＭＮを活用した指導場面では、生徒個々の

障害状況や作業能力を把握するだけでなく、作業や補

完手段・補完行動等の学習可能性、ストレス・疲労への

認識や対処行動についての学習可能性等についても

評価してきた。また、ＭＳＦＡＳの作成を通じて、生徒が

感じるストレス・疲労の質的な特徴がどのようなものか、そ

の脆弱性に対しどのような配慮をしながら指導・支援を

行えば良いのか、フィードバックや相談の中で取り上げ

るべきトピックは何かといった情報を収集した。そして、こ

こで得られた情報をMWS やストレス・疲労のセルフマ

ネージメントトレーニング、MＮへの般化指導等に関連付

けることができたので、多領域にわたって整合性のある

指導を行ったり、支援者間で生徒の実態や指導経過、

生徒の変容等について情報共有したりする上で有用で

あった。 

本校では、こうして得られた知見を自主生産作業や委

託加工作業にも取り入れた。普段の作業学習でも課題

分析を行い、効果的な支援のあり方を考え、セルフマ

ネージメントスキルを高めようと考えたのである。これによ

り生徒の成長が一層促されたことも重要だったが、経験

則の違う教師集団としてこの考え方を共通理解できたこ

とも、非常に有意義だった。 

 

 

（3）外部との連携 

さて、ある現場実習では、教師が事前に職務分析を

行い、補完手段や補完行動、対処行動について検討し

た。事前打ち合わせ時には、生徒の特性と支援方法に

ついて実習先の担当者と話し合い、校内と同様の対応

がとれるように共通理解を図った。具体的な支援方法は

マニュアルに整理し、記録用紙も作成し、担当者が行え

るよう共に準備した。その結果、学校で行ってきたことを

ほぼそのままの形で実習先である企業でも行うことがで

き、安定した作業成果をあげた。校内での補完手段・補

完行動を「場面」と「支援者」を代えて実践でき、その有

効性を確かめることができた。このことから、ＴＰは、円滑

な移行支援を目指す体制作りを効果的に促進するツー

ルとしても機能する可能性があることがわかった。 

 

５ まとめ 

ここまで、総合学習を教育課程の中心にすえた特別

支援学校（知的障害）高等部普通科における職業教育

の一実践について述べてきた。在籍する生徒の実態や

学校の規模、教育課程編成方針、地域性の違いがある

ので、一概に論ずることは難しいが、渡辺2)が述べたよう

に、特別支援学校（知的障害）では、作業学習や進路

学習、それに現場実習を関連させた、新たな教育実践

において、障害特性を踏まえた個に応じた具体的な支

援の方法が求められている。 

さて、就職試験に合格したＴ子は、本校を卒業し、企

業就職を果たした。就職先では、読み上げやポインティ

ング、指示書の活用といった補完行動が定着し、数値入

力等の作業では、ほとんどミスの無い作業遂行が可能と

なった。課題であった情動のコントロールについても、社

内における対処方法を確認したことで、早期に改善する

ことができた。これも在学中の現場実習時から、ＴＰに基

づく指導の経緯や支援の在り方について情報共有しな

がら連携してきた成果である。 

こうした結果から、筆者は、教育分野-特に特別支援

学校(知的障害)におけるＴＰは、キャリア教育の推進に

おける多面的なアプローチを可能にする包括的なシス

テム、ツールであり、今日的な教育の課題に対する一つ

の有効な方策であると考えている。よって、今後も実践を

積み、検証を重ねることによって、生徒が職業生活に必

要な理解を深めるとともに、様々な職業に関する能力を

高め、将来の社会参加につながる力を伸ばすことを追

求したい。 

 

                                                 
1) 松為信雄、菊池恵美子編：「職業リハビリテーション学［改訂

第 2 版］キャリア発達と社会参加に向けた就労支援体系」ｐ

40-43 共同医書出版社(2006) 
2) 渡辺明広：高等部の研究に寄せて「特別支援学校は今！

～一人一人の教育的ニーズに応じた授業づくりとセンター

的機能の実際～」ｐ118 静岡大学教育学部附属特別支援

学校(2008) 
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特別支援学校から企業への移行と連携についての考察 
－トータルパッケージの体系的利用による成果－ 

 

○長谷川 浩志（株式会社メディアベース  専務取締役） 

徳増 五郎・大畑 智里（静岡大学教育学部附属特別支援学校） 

川口 直子（株式会社メディアベース） 

 
１  はじめに 

 当社は、株式会社としての障害者雇用部分と、

障害者福祉サービスとしての就労移行支援部分の

両面を持ち合わせている。この中で、トータル

パッケージを媒体とした特別支援学校（知的障

害）との連携による移行の取り組みを昨年から

行ってきた１）。今回は移行後の具体的な状況と

ともに、トータルパッケージの活用状況について

発表する。 

 

２ 企業移行の経緯 

 第16回職業リハビリテーション研究発表で発表

した、事例「Ｔ子」に関しての実習成果に関して

は従前の報告のとおりである１）。その後年末に

なりＴ子担当教諭より、「Ｔ子が内定していた企

業から、雇用状況悪化により内定取り消しになっ

てしまった。御社で採用を検討して貰えない

か？」の提案があった。従前の実習では「校内

（特別支援学校）での技法が、企業実習でも有効

であるか？」の検証であり、当社としても採用を

前提に実施した訳ではなかった為、急な提案に戸

惑った。しかし、Ｔ子の“業務に対する前向きな

態度”“あらわれ”“有効な技法”を理解してい

た為、採用試験を兼ねた再度の実習で判断する旨

を回答し、了解を得た。 

 今回は、前回の実習とは逆の方法を取ることと

し、「実際の業務を事前に校内で学習し、その内

容を企業内で般化出来るか？」「採用基準の課題

を遂行できるか？」の２点に重点を置いた。 

 

 

 

 

 

 

図１ 課題の相互般化 

 

 

 

 

 

 

図２ タイムカード転記         図３ 封入作業 

３ 事前準備 

採用を視野に入れた実習の実施にあたり、急遽

業務分析を行った。まずは、当社の様々な業務を

洗い出し、Ｔ子が出来そうなこと、難しいであろ

うことを精選し、その中から更にルーティンワー

ク度が高い業務、「タイムカード転記」「封入作

業」「修正作業」「ラベル貼り作業」に特化して

判断することとした。また事前に担当教諭にこれ

ら業務のサンプルとポイントを集約した資料を渡

し、校内学習が行い易いよう準備も行った。なお、

校内での事前作業においては問題なく遂行出来て

いた。 

 

４ 実習成果と採用 

採用実習は２回に分け、以下の日程と目的を

持って実施した。 

(1)平成21年１月19日～１月23日 

 目的：企業側の要求に合わせた作業遂行が可能

か？ 

(2)平成21年３月17日～３月24日 

 目的：実習場所の般化並びに、実務＋幕張ワー

クサンプル（以下「ＭＷＳ」という。）

のＯＡワークを組み合わせた、タイムス

ケジュールに沿った作業遂行が可能か？ 

注）事業所移転の為(1)と(2)の実習場所は異なる 

(1)の実習では、過去に実習を経験した場所で

あると共に、事前の校内学習の成果もあり問題な

く業務遂行は行えた。またＴ子の最大の課題であ

る情動のコントロールについても、自分で対処す

る姿が目立った。以上のことから、最低基準は満

たしているとの判断をし、内々定を下した。 

(2)の実習では前述したとおり、事業所移転で

業務遂行場所が新しくなったため場所般化を危惧

していたが、実習3日前に母親と下見に来るなど 

 

 

図４ 修正テープを用いた修正作業      図５ラベル貼り作業 
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積極的な事前準備行動により、環境因子に起因す

る問題は起こらなかった。 

実務課題に関しては、(1)の実習の流れを踏襲

した上で、新たな課題「ファイル整理」「押印作

業」「ＭＷＳ・ＯＡワーク」などを組み合わせ、

Ｔ子が入社後に実行するタイムスケジュール並び

に内容で実施した。結果、新たな課題に関しても、

補完手段と得意な作業（前回の実習で行った）と

の組み合わせで問題なく遂行出来た。一度だけ情

動のコントロールが効かなくなり別室に避難させ

たが、20分で自己復帰出来たことにより許容範囲

と判断した。 

なお、Ｔ子の卒業後及び春休み期間にも関わらず

「学校からの実習依頼」として、担当教諭も待機

して下さる等の支援は、本人並びに事業所にとっ

て非常に心強かった。これがＴ子の頑張り、事業

所の最終決定に大きく貢献したと考える。 

 

５ ＭＷＳの企業現場での実践 

 以上の経緯を辿り、Ｔ子は当社に４月１日入社

となった。 

最初にＴ子の長期目標を設定した。 

(1)確実な業務遂行 

(2)事業社内でのセルフマネージメント確立 

(3)様々な業務を習得する 

次に月間目標を設定した。 

 

 

 

 

 

 

図６ 月間目標 

 

更に週間スケジュールも掲示し、「今何を遂行

すべきか？」を常に意識づけるような環境を整え

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 補完手段（週間スケジュール） 

 

また、Ｔ子の長期目標を遂行する為に、実業務

の間にＭＷＳ・ＯＡワーク数値入力、数値チェッ

ク、作業日報集計を週２回午前中２時間設定し、

基礎能力向上を視野に入れたスケジュールとした。

Ｔ子は学校で何度かＭＷＳを体験しているが、最

後に実施してから１年ほど経過していたため再度

ベースライン取りから開始した。最初は手間取っ

ていたが徐々に思い出し、予想以上に早い期間で

通常通りの試行がおこなえた。なお、実施にあ

たっては速度よりも「正確さ」、「セルフマネー

ジメントの強化」を重点目標とした。 

どれも初月はミスが続いたが、システマティッ

クインストラクションや補完手段により、ＯＡ

ワークについては２ヶ月目からは各回（レベル６

－試行数６－ＢＬ10）で１ヶ月を通して１回ミス

があるか？の程度であり、数値チェック、作業日

報集計は（レベル１、２－ＢＬ１，２）の段階だ

が、100％の正答率が続いている。この事から本

人において「数値が絡む作業」に関して得意意識

を持ち始め、補完行動である「読み上げ」「ポイ

ンティング」も身に付いたことが伺えた。 

実作業面でも、数値を中心とした作業ではこれ

らの行動が実践され、殆どミスの無い作業遂行が

可能となって来ている。元々実習時より続けてい

た数値絡みの作業であるが、ここまで正確に遂行

出来るとは予想していなかったが、実務レベルで

もＭＷＳを活用することで、実務とＭＷＳの相互

作用によるレベルアップが可能な事が実証された。 

またもう一つ大きな成果としては、「メモリー

ノートのカスタマイズ」が挙げられる。当然業務

指示時には、ノートに手順や注意点を記録するよ

う指示しそれを行っていたが、その中から本人自

身が更に精選した重要事項を、私物であるシステ

ム手帳に自主的に記録するまでに成長した事は、

ＭＷＳの実践と結果が動機付けとなり、自らに般

化した証明と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ メモリーノートの般化 

 

６ Ｔ子のあらわれ（継続の重要性） 

 特別支援校からの実習～採用と順調に移行した
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感がある本事例であるが、実は採用後約２週間程

経過した時期に最大の特性発露が起こったことが

あり、移行の難しさと手法の継続性の重要性を改

めて強く認識した実例を述べる。 

企業現場において、日々若しくは時間単位で業

務が動いている事は当然の理であり、臨機応変に

対処する能力も求められるものである。Ｔ子に関

しても急務では無いが、様々な業務や業務パタン

を少しずつ体験させるべく、ルーティンワークを

中心としたプログラムの中にも、当初から作業系

の課題も組み込んでいた。Ｔ子においては初めて

の作業であることから、事前の通知は勿論、補完

手段を出来る限り用意し作業に望んだ。 

最初の３日は大きな問題も無く進んでいるよう

に思えたが、一度作業態度に関して注意されてか

ら作業に対して苦手意識が芽生え、それでも与え

られた業務を続けていたが、その２日後に完全に

情動のコントロールが効かなくなり、別室に退避

したが遂に終業まで復帰する事が出来なかった程

の最大の発露であった。そこでその日の内にＴ子

担当教諭に相談を持ちかけた。相談にあたっては

入社以降の業務日誌を示した上で、事態について

詳しく報告を行った。その中で指摘された事は、

出社時及び作業直前の「セルフインストラクショ

ンの徹底」であった。 

入社時より補完手段として「約束ごとの明示」

「スケジュール及び作業内容の明示」は行って来

た。しかし、本人の状態に大きく問題が無かった

為、セルフインストラクションは敢えて行ってい

なかった。この事が“新しい仕事に対する不安”

“苦手意識”となり、蓄積されたものが表出され

てしまったようである。そこで早速セルフインス

トラクションの徹底をおこなうこととした。Ｔ子

が在校時に行っていた「５つの約束」を出社時に、

各作業開始時に業務に合わせたインストラクショ

ンを毎日行うこととした。 

‹例１ 苦手な作業時› 

 「○○作業（作業名）を行います。解らないこ

とや困ったら相談します。」 

‹例２ 通常作業・ＭＷＳ› 

 「集中して、正確に注意して行います。」 

これにより、本人の「気を付けよう」と云う意

識も高まり、作業中に止まる若しくはコントロー

ルが効かない、と云う状態はほとんど表出しなく

なった。  

 この件で学んだことは、「補完手段、補完行動

のフェイディングの難しさ」である。インストラ

クションを意識的に抑えた訳では無かったが、Ｔ

子が思った以上に早く環境及び基本業務に慣れた

為に「出来るであろう」という先入観から、本来

行うべき手順を踏まなかった部分があった。しか

しＴ子側に立ってみれば、手順を踏むことは心の

準備や仕事に向かう気持ちの切り替えとしての行

動のため、手順を踏まないことは「出来るだけ良

い状態」で仕事に臨んでいなかった事になり、大

きく崩れてしまうことは予想された事であり、無

理なフェイディングの結果であったと反省した。

一見順調に遂行されていると思われるケースでも、

その時は悪化せずとも、累積した中で発露される

事例であろう。Ｔ子自身も手順を踏む重要さを再

認識しセルフインストラクションを積極的に活用

することにより、困った時の対処も自ら行えるよ

うになり始め、何よりも「働く姿勢」の意識付け

が成された点で大きな評価をしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ Ｔ子の業務日報 

 

本事例で重要な事は特別支援校（送り手側）と

の「継続的な連携体制が確立」されていたことで

ある。特に企業就労では、障害者健常者関係なく

初期段階の形成が重要であり、周囲の協力を得る

意味でも当事者の積極的な取り組みはキィとなる。

既に第三者であるにも関わらず、Ｔ子の経過を理

解していると共に、共通の指導技法に立った分析

により的確なアドバイスを貰えた事は、問題が発

生した時の解決・指針として事業所にとっては非

常に心強い対応であった。 

 

７ トータルパッケージの体系的な利用 

 以上のような大きなあらわれの対処行動は勿論

であるが、日々の業務の中で起こる事に対しても

トータルパッケージは有効である。また、ＭＷ

Ｓ・ＭＳＦＡＳ・メモリーノート等の中から当事

者の特性に合わせて利用する事が可能だが、これ

らを体系的に利用することで連続性となり、それ

ぞれが相乗効果を生み出すことも実証できた。特

に企業現場では実務処理が優先であり、ともすれ

ば基本的な能力の向上を見過ごしてしまいがちに

なり、ルーティンワークの域を出なくなってしま

うが、このトータルパッケージを業務の合間に差

し込む事により、実務と能力向上のパラレル思考

が可能になったと考える。 

特に本事例のT子の場合においては、その相乗
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効果が顕著に表れたと考えている。以下の結果表

（表１）を見て解るように、どの課題も回を重ね

るごとに正確性が高まっている。また、主目標で

は無いが速度も安定してきており、これと呼応す

るように実業務面でも「実績表転記」をはじめ

（数値）を扱う業務では、 

 ○声による読み上げ 

 ○ポインティング（定規など含む） 

 ○最低２回の見直し 

を自主的に行い、ケアレスミスが殆ど無くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ 結果表 

 

ただし、ここで重要なことはＭＷＳと実務の目

標を同じに設定することと、今回のようにＭＷＳ

と実業務の遂行援助者が異なる場合、支援者間で

の事前の指示内容の統一が重要と考える。 

また、“業務で結果を出せていること”はＴ子

の自信や不安解消にも繋がったのだろうか、感情

のコントロールの面でも非常に安定しており、入

社当初と比べると業務中の集中力が確実に高まっ

てきている。 

 

８ まとめ 

 以上のように、特別支援学校からの移行～事業

所内での試行～トータルパッケージの体系的な利

用を変遷することで、Ｔ子のエンパワメントを少

しずつだが引き出せてきている。これも前述した

とおり、トータルパッケージと実務の相乗効果で

あると考える。 

また、日々実践を通して学ぶことと、トータル

パッケージなどを活用した基礎力のアップは企業

内では非常に重要であるとの結果が得られた。特

にエラーレスが基本のＴ子では、実践で失敗して

しまうとそれが即悪いあらわれに繋がってしまう 

 

 

 

 

 

 

 

図10 相乗効果 

 

ため、本組み合わせが有効であることが実証され

た。確かに、何度か情動のコントロールが効かな

い場面や導入部分ではミスも多かったが、基本的

に業務への大きな支障は出ず、逆に自己認知や体

験といった自助部分や、「ＭＷＳと実務の融合」

を目標とした中では予想以上の成果が出たと確信

している。 

ただし、このバランスや結果はそれぞれの業種、

事業主基準により変化してくる部分であり、対象

者の特性にも大きく関わってくると考える。 

 今回の実践で心がけたことは、 

 (1) 出来ること、得意な部分＝伸ばす 

 (2) 出来ないこと、ニガテな部分＝配慮 

である。これは職業レディネス形成の上で必要な

部分であるが、就労後でも重要であることが実証

されたのではないだろうか。 

 今後も引き続き本取り組みをおこない、一歩ず

つステージを上げ「セルフマネージメント」「情

動のコントロール」に更なる磨きを掛けてゆき、

職務範囲の拡大による賃金アップも目指してゆき

たい。 

このため既に、「Ｔ子リーダー計画」と名付け、

彼女が習得した業務に限定した中でＴ子がリー

ダーとなり、他の利用者や事務実習者に手順説明

するとともに、工程管理などを采配するプログラ

ムを実施し始めたところである。 

 

＜文献＞ 

１）長谷川浩志他「特別支援学校（知的障害）の職場実習

の受け入れについての一考察」「第16回職業リハビリテー

ション研究発表会発表論文集PP146－149（独）高齢・障

害者雇用支援機構障害者職業総合センター 
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精神障害のある人の多様な働き方を実現するために 

－トータルパッケージ活用事例から見えてきたこと－ 

 
○香野 恵美子（社団法人やどかりの里 やどかりの里授産施設 施設長） 
堤 若菜   （社団法人やどかりの里 労働支援プロジェクト） 

 
１  はじめに 

社団法人やどかりの里は、精神障害のある人の地

域生活支援を柱に活動を展開している。やどかりの

里労働支援プロジェクトは、2006（平成 18）年、法

人内の作業所等を利用するメンバー（精神障害があ

り、やどかりの里の何らかの資源を利用している人）

からの、積極的に訓練して一般就労したい、という

声を受けてスタートした。同時期に、障害者職業総

合センターから研究協力の依頼を受け、職場適応の

ためのトータルパッケージ（以下「ＴＰ」という。）

を試行的に導入し、３年が経過した。この間，集団

プログラムや個別の支援のなかで、アセスメントや

作業の傾向をつかみ補完手段の定着をはかる継続作

業、セルフマネジメントの向上、などに使用してき

た。また、法人内の作業所等でも一部使用を始めた。

これらのＴＰが、本人や支援者にどのような影響を

もたらしたのか、これまでの取り組みをまとめてい

るところである。 
 
２ 本稿の目的 

精神障害のある人の多様な働き方を実現するよう

な環境づくりをすすめていくうえで、本稿において

は、やどかりの里の労働支援の場でのＴＰの活用状

況に着目し、実用の可能性と課題について整理した

い。 
 
３ 視点 

 次に着目し成果と課題を明らかにする。 
（1）やどかりの里の働く場でのＴＰ導入の実際 
（2）労働支援プロジェクトのＴＰ導入の実際 
（3）利用した側からの見たＴＰの実際 
 
４ やどかりの里の働く場におけるＴＰ導入の実際 

 やどかりの里では、地域小規模作業所５ヶ所、小

規模通所授産施設、授産施設、福祉工場を運営して

いる。各働く場において次のようにＴＰを部分利用

している。 

 

（1）MSFAS を労働アセスメントシートにアレンジ 

①導入状況 

2008 年度に、働く場共通のフェイスシートと労働

アセスメントシートを作成した。主に働く場を希望

するときに、その人の背景や周辺の状況を知る手立

てとしている。労働アセスメントシートはＭ－スト

レス・疲労アセスメントシート（以下「ＭＳＦＡＳ」

という。）をアレンジした。構成は次のとおり。 

 

労働アセスメントシートは，原則対面で記述して

もらっている。７－３シートなど必要に応じて使う

場合もある。また、新規受け入れ時だけでなく、働

き始めてからも生活リズムや疲労への対処など随時

使用している。なお、福祉工場を希望する場合は労

働支援プロジェクトが窓口になり、ワークサンプル

幕張版（以下「ＭＷＳ」という。）簡易版、ウィスコ

ンシン・カードソーティングテスト（以下「ＷＣＳ

Ｔ」という。）も用いてアセスメントしている。各働

【フェイスシート】 

１   基本事項 

２   居住 

３   現在の疾患・障害の状況 

４   家族構成 

５   各種サービスの利用状況 

６   当事者団体・セルフヘルプグループへの参加状況 

７   生活歴 

 

【労働アセスメントシート】 

１   働くことに対する自分の考えを整理しましょう 

２   これまで携わった仕事について整理してみましょう

（MSFAS-D） 

３   病気（障害）に対する自分の考えを整理しましょう

（MSFAS-E） 

４   生活に必要な費用について整理しましょう 

５-1 自分の生活習慣を整理しましょう 

５-2 １日の生活リズムを振り返りましょう 

    （MSFAS-A） 

６   ソーシャルサポートについて考えましょう 

    （MSFAS-C） 

７ -1 ス ト レスや疲労を解消する方法を考えましょ う

（MSFAS-B） 

７-2 ストレスや疲労に関する周辺情報 

（MSFAS-F） 

７-3 対処方法の検討シート 
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く場においては、体験・試験利用、実習を１～３カ

月程度行い、互いの協議で本利用（契約）となる。 

②活用して 

 小規模作業所や授産施設など事業規模や人員配置

が異なるなか、また、生産活動を主とする働き場に

おいて限られた時間のなかで、職員の経験を問わず、

ある程度一定の視点でその人の背景を知るツールと

して機能していると思われる。 

筆者も使用しているが、一方的に支援者が聞きと

るのではなく、本人が記述することでその人らしさ

に触れる機会ともなっている。また初対面でも、例

えば職歴を記述している場面で、「このあとに病気が

悪くなっちゃってね…」と切り出されることがあり、

記述にとどまらないお話を伺わせていただくきっか

けにもなっている。 

もちろん、働き始める際のアセスメントには、シ

ートだけではなくその人がこの働き場を希望するに

至った背景、今、そしてこれからへの思いを伺う。

また、実際に働くなかで本人と相談しながら働く場

とのマッチングを行い、支援計画に反映させていく。 

 

（2）作業改善に向けたＭ－メモリーノート 

①導入状況 

 Ｍ―メモリーノート（以下「ＭＮ」という。）は、

現在、福祉工場では 13 名（職員１名含む）、小規模

通所授産１名、授産施設６名が使用している。 

 使用目的はそれぞれ異なるが、①スケジュール管

理、②行動管理、③作業工程の把握、④重要事項の

把握、⑤家族や支援センターとの情報の共有、など

に使用している。 

②活用して 

 ＭＮを活用する人が多い福祉工場では、ＭＮを持

ち歩き仕事内容について自己点検をする姿が見られ

る。導入の際に、課題を指摘し改善するというより

も、「あなたと一緒によりよい仕事づくりをしてい

きたい。そのために効率化できるところは効率化を

図り、仕事をよりよくしていけるといい」という期

待とともに伝えており、そのこと自体が自己価値を

高める機会になった人もいた。実際に取り組むなか

で、その日自分が取り組んだことを確認でき自信が

持てるようになった人や、記述することで仕事内容

を覚えることがわかり、改めて自身の障害や病気に

気付く人もいたようだ。 

 
５ 労働支援プロジェクトのＴＰ導入の実際 

 労働支援プロジェクトは次の業務を担っている。 

1 就労準備期におけるアセスメント 

2 就職活動 

3 就労期における定着支援，離職支援 

4 集中プログラムの企画と実施 

5 福祉工場利用希望者のアセスメント 

6 福祉工場事業ピアサポート事業 

（ピアサポート従事者の作業改善・定着支援） 

7 福祉工場事業就業支援事業 

（社会適応訓練事業窓口） 

 

 上記のうち次の場面でＴＰを利用している。 

 

（1） アセスメント（短期） 

①導入状況 

 次のいくつかを試行しつつ，面接相談のなかで整

理する。 

ア ＷＣＳＴによる推測する力の見立て 

イ ＭＷＳ簡易版の実施と評価 

ウ ＭＳＦＡＳの記入により周辺情報の整理 

 
②活用して 

ア～ウの一連の作業には、１回 2 時間程度、３日

間ほど要する。これらにより作業の遂行性や周辺情

報を把握する。さらにアセスメントには、これまで

の経過をふまえ今後につなげる具体的な見通しを本

人とともに見つけていくことが重要であろう。それ

には、本人情報だけでなく関係機関からの情報と重

ね、また引き継いだりすることなど、他機関との連

携が欠かせない。また、作業体験を継続することで

しか見えてこない点もあるので、必要に応じて、作

業改善や継続した作業下でのセルフマネジメントな

どを見つけていくような、次の段階のアセスメント

に取り組む。 

 

（2）作業を通しての作業改善，セルフマネジメント 

①導入状況 

 ＭＷＳ訓練版を活用し、作業遂行上の傾向や課題

の把握、補完手段の会得や職域の拡大をはかる。休

憩時には休憩シートを用い、疲労の出方や休息の有

効性を共有する。作業に関する留意事項や補完手段

など、必要に応じＭＮに記入し確認する。 

②活用して 

 アセスメントを受けて、ＭＷＳ訓練版（12～13 課

題）に取り組む。１日２時間程度、週２～３日取り

組み、およそ３ヶ月程度で１クール終える感である。

この間，他に希望職種に応じた具体作業をいくつか

盛り込んでいく。 

短期のアセスメントを終えて、もう少し就労準備

の必要を感じる人にとって、ＭＷＳ訓練版を活用で

きた。まずは，当面のプログラムとして取り組める

－233－



ことは、支援者側にとっても貴重な材料であろう。

また、作業課題にいくつかのバリエーションがある

ことで得手不得手を本人と改めて確認し，視野を広

げる機会を得た人もいた。そして、ある程度の作業

量とレベルアップが用意され、作業傾向や補完手段

の会得に取り組むことができた。 

 

（3）集中プログラム 

①導入状況 

2006～2008 年度に行った集団プログラムのなか

でＴＰの導入状況を（表１）にまとめた。このほか

プログラムでは講義の間や 1 日の終わりにグループ

ワークを組み込んだ。 

②活用して 

 プログラム開催にあたっては、障害者職業総合セ

ンターに全面的に協力いただいた。企画の検討から

当日の講義、ＴＰの実施、評価、個々への支援につ

いて、やどかりの里の職員も同席させてもらうなか

で学ばせていただいた。 

 プログラム参加者の感想からは、ガイダンスと作

業を組み合わせることで、一般就労が身近に感じた

り、疲労度や作業傾向を客観視し、補完手段を検討

したりする機会を得たようだった。また、他のメン

バーの姿をみて、現実的な検討を始めた人もおり、

グループワークの意味も伺えた。 

支援者側（やどかりの里職員）は、作業所ではこ

れまで漠然と本人の得手不得手を判断していたこと

を省み、本人とともに機能的な障害や能力について

客観的に把握し検討していく視野の広がりを得たよ

うだ。 

2008 年度には、ほぼ労働支援プロジェクトが中心

となってプログラムを企画するようになった。しか

し、５～10 名の参加者でＭＷＳを実施するには、支

援者２～３人の配置が必要であり、態勢の確保には

法人内の作業所職員に協力を要請した。しかしなが

ら，教示や評価についての習得には時間を要し関わ

る職員は限られている。また、障害者職業総合セン

ターには随時アドバイスいただけるような環境を用

意していただいている。 

 

（4）関係機関との情報共有ツールとして 

 さいたま市では、埼玉障害者職業センターとさい

たま市障害者総合支援センター就労支援部門にＴＰ

が導入されており、ＭＷＳ結果など共通言語になり

つつある。また、2008 年度には、さいたま市障害者

総合支援センターと共催でプログラムに取り組んだ。

また、ＴＰの結果のほか、アセスメントなどから見

えてきたことを伝えるため、関係機関間で伝えられ

るようなシートの必要性を感じ、作成した。 

 
５ 利用した側から見たＴＰの実際 

これまでの取り組みについて、労働支援プロジェ

クトを利用した人たちはどのように受け止めている

か、数名にお話を伺う機会を持った。まだまとめる

段階ではないのだが、いくつか紹介したい。 

 

（1）労働支援プロジェクトを利用して 

「仕事を探すにしても持っている資格を生かすこ

とばかり考えていたが，視野が広がった」「集団プロ

グラムや福祉工場、授産施設での実習を通して症状

が軽快する働き方を見つけた」、という感想をいただ

いた。これまでの視野を広げたり、具体的な体験を

通して体調等に応じた働き方を見つけたりする機会

(表 １ ）集 団 プ ログ ラム に お け る TP導 入 　 （2 00 6～ 20 08年 度 ）
年 度 参 加 MW S M W S

人 数 法 人内 法 人 外 簡 易 版 訓 練 版

200 6 職 業 ガ イダ ンス
（７月 19日 ～ 28日 ）
作 業 体 験 集 中 プ ログ ラム
（９月 21日 ～ 29日 ）

2 00 7 第 1回 職 業 ガ イダ ンス
（９月 18日 ～ 27日 ）
第 1回 作 業 体 験 集 中 プ ログ ラム
（1 1月 19日 ～ 30日 ）
第 2回 職 業 ガ イダ ンス
（２月 25日 ～ ３月 6日 ）
第 2回 作 業 体 験 集 中 プ ログ ラム
（３月 17日 ～ 27日 ）

2 00 8 ○

（６月 ２日 ～ ７月 １日 ） 改 訂 版

○

（1 1月 10日 ～ 12月 18日 ） 改 訂 版

内 容 日 数 時 間 数
内 訳

M SFA S W C S T M N

6 3 0 1 0 1 0 0 ○ ○

6 3 0 10 1 0 0 ○ ○ ○

5 25 12 5 7 ○

6 3 0 3 2 1 ○ ○ ○

6 30 8 4 4 ○ ○

6 3 0 5 3 2 ○ ○

障 害 者 委 託 訓 練 事 業 作 業 体
験 プ ロ グ ラム コー ス 18 9 8 5 1 4 ○

*1 4 ○
精 神 に 障 害 の あ る方 を対 象 と
した 就 労 準 備 支 援 プ ログ ラム 15 8 5 ○ ○ ○

○ ○ ○
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となったようだ。 

また，「ひとりで抱えなくていい、誰かと一緒にハ

ローワークに行ったり、そういうことがあっていい

んだと思った」など、作業所等では集団で生産活動

に携わる機会が多いが、そこから一歩踏み出そうと

するとき，あるいはこれまでの働き方を変えようと

するときに，より個別性高く集中的に関わる機関が

重要であることが窺えた。 

 
（2）ＴＰを利用して 

「ＭＷＳに取り組んでみて思ったよりもできた作

業があった。選択肢が広がった。」「休憩の取り方に

ついて、１時間おきに休憩をとらないと後に響いて

しまうこと、結果や集中力に影響が出てしまうこと

を知った。」、「テプラを覚えて使えるようになった。

ＯＡワークの『文書入力』には自信が持てた。」とい

った感想をいただいた。具体作業から得手不得手を

客観視する。セルフマネジメントの力をつける、職

域を広げる、といったことに有効であったことが窺

える。 

 
６ 見えてきたこと 

（1）力を発揮できる場の開拓 

やどかりの里において、その人が働こうと踏み出

すとき、あるいは働き方を見直すときに集中的に関

わる機関として労働支援プロジェクトが機能し始め

ている。そのなかでＴＰの有効性が確認されたが、

一方で訓練の限界も感じており、より実践的な実習

の場の開拓が課題になっている。 

また、職場開拓には、現在さいたま市ではさいた

ま市総合支援センターが重要な役割を担っているが、

ハローワークとともに障害者雇用をすすめる制度や

土壌作りが大きな課題であろう。 

 
（2）アクセスのしやすさ 

あるメンバーは，「就労準備プログラムはもっと広

がるといい。プログラムに出会って人生が変わっ

た。」とまで語ってくれた。職業リハビリテーション

の裾野を広げていくことは大きな課題であろう。そ

れには，医療機関や市町村、ハローワークなど様々

な窓口からアクセスでき、小規模な単位でも運営で

きる支援機関が整備されること、無償で利用できる

といった条件のハードルが低いものであるなどがあ

げられる。 

 

（3）多様な働き方を実現するために 

本報告では、ＴＰが支援機関の一定の条件整備に

寄与したことがわかった。しかしながら、その人の

職業人生からすればごく部分的な関わりであろう。

より多くの人たちの多様な働き方を実現するには、

所得保障や社会的な雇用のあり方といった大きな視

座にたった社会保障があってこそである。そのこと

を自覚しながら，実践現場において活動をすすめて

いきたいと考える。 

 
※ＴＰの導入経過は次を参照されたい． 
・香野恵美子，堤若菜：やどかりの里労働支援プロジェクトの

活動「第 15 回職業リハビリテーション研究発表会発表論文

集」pp256－259 

・香野恵美子，堤若菜：精神障害のある人の多様な働き方を

実現するために「第 16 回リハビリテーション研究発表会論文

集」pp.152-155 

・堤若菜：トータルパッケージを活用した精神障害者の就労支

援「職リハネットワーク №63」 
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職業能力開発校の精神障害者を対象とするコースにおける 
トータルパッケージの活用について 

 

○下條 今日子（障害者職業総合センター障害者支援部門  研究員） 

小池 磨美・中村 梨辺果・位上 典子・村山 奈美子・加地 雄一・加賀 信寛・望月 葉子・ 

川村 博子（障害者職業総合センター障害者支援部門） 
  
１ はじめに 

障害者職業総合センター障害者支援部門では平

成19年度より「職場適応促進のためのトータルパッ

ケージ」（以下「トータルパッケージ」という。）を主に精

神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者等に対

する体系的な活用を目指して事例の蓄積を図ってい

るところであり１）、精神障害者に対しては、福祉機関２）

や医療機関にて試行を行っている。 

今般、障害者職業能力開発校において、精神障害

者を対象にして行ったワークサンプル（幕張版）（以下

「MWS」という。）の試行状況について報告する。 

 

２ 目的 

特定職種の知識や技能の付与を目的とした、職業

能力開発校で行われている職業訓練プログラムにお

いて行ったMWS試行の結果とその課題について明ら

かにする。 

 

３ 方法  

（1）対象機関 

 今回の試行は、精神障害者を対象としたコースを擁

している障害者職業能力開発校（以下「X能開校」とい

う。）を対象とした。X能開校では、精神障害者を対象

にオフィスビジネス系のOA事務コース（６ヶ月間）を設

置している。 

 １ヶ月目から５ヶ月目までは校内で訓練を行う。６ヶ月

目は校内訓練と並行して５日から10日の間で事業所

にてインターンシップを行う。訓練の内容を表１に、訓

練の構成を図1にそれぞれ示す。 

 

表１ OA 事務コースの内容 

 

 

図 1 訓練カリキュラムの構成と流れ 

 

（2）実施対象者 

 対象者は６名おり、全員男性である。年代は 20～30

代である。 

 

（3）実施方法 

イ 実施体制 

 開始当初は本報告担当者が中心となりMWSを実施

した。後半では、X能開校OA事務コーススタッフ（以下

「能開校スタッフ」という。）も共に教示・指導等を行った。 

ロ 実施内容 

ワークサンプルの選定については対象者の希望を

優先した上で、実施者の想定する作業可能領域を勘

案し、随時決定した。さらに、実施に当たっては、作業

における補完方法の確立と、疲労のセルフマネジメント

スキルの向上を目指した。対象者の属性とMWSの実

施内容を表２に示す。 

 

表2 対象者の属性および実施内容等 

 

MWS簡易版は訓練開始月に連続して２日間行った。

訓練版については簡易版終了後約１ヶ月を経過した

時点で開始し、１ヶ月の間に２～３日の間隔を置きなが

ら８日間実施した。実施後に個別にMWSの実施結果

のフィードバックを行った。MWSの実施スケジュールに

カリキュラム 内容
・体調管理（リラクゼーション等）

・病気・薬の知識

・キー入力 ・WINDOWS操作
・ワープロソフト ・表計算ソフト
・タッチタイピング、文字入力
・電子メール、インターネット検索
・電卓の練習 ・簿記会計の基礎的知識  
・求人検索に必要な知識
・挨拶、服装 ・履歴書等の作成
・就業中のルール・面接の受け方
・インターンシップ準備

インターンシップ ・事業所にてインターンシップ（5日～10日）
（企業実習） ・振り返り

簿記・一般常識

ビジネスマナー・
就職対策

病気や生活の
自己管理

パソコン

求
　
職
　
活
　
動

（
含
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

）

就
　
　
　
　
職

校
内
授
業

パソコン 簿記・
一般常識

病気や生活の
自己管理

ビジネスマ
ナー

対象者 A B C D E F
年代/性別 30代/男性 20代/男性 20代/男性 30代/男性 30代/男性 30代/男性
実施日数 10日 7日 10日 9日 9日 10日

簡易版 簡易版 簡易版 簡易版 簡易版 簡易版
12種類 11種類 10種類 11種類 9種類 12種類
訓練版 訓練版 訓練版 訓練版 訓練版 訓練版
数値入力 数値入力 数値入力 数値入力 数値入力 数値入力
文書入力 文書入力 文書入力 文書入力 文書入力 文書入力
数値チェック ピッキング 数値チェック 検索修正 数値チェック 検索修正
物品請求書作成 プラグ・タップ組立 物品請求書作成 数値チェック 物品請求書作成 数値チェック
ラベル作成 ピッキング 物品請求書作成 ラベル作成 作業日報集計
ピッキング ピッキング 重さ計測
プラグ・タップ組立

実施した
ワークサン
プル
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正
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率

（
%

)

カーソルを合わ
せて見直し。エ
ラー訂正出来
た。

全6試行終了後に見
直し。6試行目のエ
ラーを見落とす。

カーソル合わせ
＋毎施行毎に見
直し。エラー訂
正出来た。

40%
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1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

BL BL BL BL BL BL TR TR PR PR BL BL BL BL TR TR PR PR
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正
答
率

(

%

)

目視のみで見
直し。エラー発
見出来ず。

見直しにカーソ
ル当てを導入
し、エラーを訂
正出来た。

入力途中にEnterキーを
2度押下し、次のブロック
に進んでしまう。リトライ
時カーソル当て＋見直
しでエラーなし。

文章自体は合ってい
たが、文末にスペー
スを入れてしまった
ためエラーに。

ついて表３に示す。 

 

表3 MWS実施スケジュール 

1日目 2日目 10日目

11:10 休憩 休憩
11:20 簡易版 簡易版
12:00
13:00 簡易版 簡易版 訓練版 感想文記入
13:40 休憩 休憩 休憩

13:50 簡易版 簡易版 訓練版

14:30
15:00
15:10

10:10 簡易版

3日目～9日目

訓練版

訓練版
＊休憩は時間割にかか
わらず、各自適宜取るこ
ととする。

オリエン
テーション

下校
スタッフミーティング

昼休み

帰りのミーティング

グループ
ミーティング

他の訓練カリキュラム

 

 

４ 実施状況 

６事例全てにおいて試行の効果は見られたが、本

報告では特に効果が特徴的に表れた２事例について

紹介する。 

 

対象者 A 

納品書と請求書の数値を照合する「数値チェック」

において、行がズレないように定規を当てる補完方法

を自発的に取り入れ、ミスを防止していた。 

パソコンを使用する「文書入力」においては、入力後

に目視での見直しを行ったが、エラーを防げなかった。

そのため、補完方法として入力した文章にカーソルを

当てて見直しすることを提案、実施したところ、エラー

は消失した。しかしながら、全試行の入力後まとめて見

直しすることがあり、難易度が上がると最後の6試行目

のエラーを見つけられなかった。そのため、各試行の終

了毎に見直しすることを提案し実施したところ、難易度

の同じ課題についてはエラーが防げるようになった（図

２参照）。 

 

図2 対象者Aにおける実施状況（文書入力） 

 

最終日のグループワークにおいて、対象者から「見

直しをすることでミスが防げるようになった」との発言が

あり、補完方法の導入が作業の安定に繋がることを実

感している様子であった。 

 他の訓練場面では入力課題の際に裏紙を原稿の該

当箇所に当てて行っており、あわせて入力画面にカー

ソルを当てながら見直しを行うなど、自発的に補完方

法を取り入れ、確実にエラーを防いでいた。 

さらに、事業所におけるインターンシップでは、伝票

の該当箇所に事務所にあった不要な封筒を当ててパ

ソコンへの入力を行うと共に、パソコン画面の入力箇所

にカーソルを当てながら、小さな単位に分けて見直しを

行っていた。その結果、事業所から能開校スタッフに

「丁寧に見直しをしている」という評価があった。 

 

対象者 B 

 「文書入力」における入力ミスに対して、パソコンの

入力画面にカーソルを当てて見直すことを提案した。

対象者がこの方法を行ったところ、エラーは消失した。

その後、パソコン操作に係るエラーが散発したため（図

３参照）、入力ミスに対する補完方法としての見直しの

位置づけが実感できず、補完方法の確立には至らな

かった。 

図３ 対象者Bにおける実施状況（文書入力） 

 

その後、パソコンの訓練においては、入力エラーの

際に能開校スタッフが、MWS実施時に取り入れた補完

方法を用いることを促した。例えば見直しがエラーの消

失に繋がった時は、「MWSで毎回カーソル当てをして

見直ししたら、ミスが減りましたね」とフィードバックを

行った。結果、カーソル当てや指差しを行うことが定着

し、エラーの訂正が可能となり、作業遂行力の向上が

図られた。 

インターンシップにおいて入力作業に従事した際に

は、自発的に指差し確認が出来ていた。事業所から能

開校スタッフに、「丁寧に確認をしている」との評価が

あった。 

「プラグ・タップ組立」において、実施回数を重ねて

行くうちに疲労を感じさせる表情になり、姿勢が崩れ、

部品を取り落とすため休憩を促した。実施初日は休憩

中に机に突っ伏して眠り、休憩後も部品を取り落とす

状況であった。２日目は、休憩後に部品の取り落としが

消失した。休憩後は毎回対象者に休憩前後の疲れ具
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合に関する感想を求めた上で、姿勢や部品の取り落と

しの状況といった、対象者を観察する中で見られた変

化をフィードバックした。その後再度対象者の感想を求

めた。部品の取り落としが消失した前後の変化を聞い

た際には「休憩をすることで部品を落とすことがなくなっ

た」と述べ、休んだことで疲労が軽減したという休憩効

果を実感していた（図４参照）。しかしながら、疲労のサ

インを勘案して自分で休憩を取るまでには至らなかっ

た。 

図４ 対象者Bにおける実施状況（プラグ・タップ組立） 

 

 インターンシップでは、入力作業として課せられた伝

票が束であったため、能開校スタッフが作成した「休憩

カード」を伝票の束の中程に挟み込み、それが現れた

時に休憩を取ることとした。それにより休憩のタイミング

を測ることが出来、初日から事業所の社員に休憩を申

し出ることが可能となった。 

 

５  結果 

（1）作業における補完方法の確立 

 事例A、BともにMWSで用いられた補完方法を他の授

業やインターンシップにおいて、自発的に取り入れるこ

とができている。また、事例Aにおいてはツールについ

ても、定規にこだわらず、現場にある裏紙や封筒を用

いており、柔軟な対応が出来ている。このことは、MWS

での体験が場面や状況の変化に対応して汎化したと

言える。 

 

（2）疲労のセルフマネジメントスキルの向上 

事例BではMWS実施時点では疲労度に応じて自ら

休憩を取るには至らなかったが、休憩効果の実感を持

てた。この経験を踏まえ、インターンシップにおいては

休憩を取ることを受け入れ、伝票に挟んだ用紙という

具体的な手がかりによって適切に休憩を取れるように

なった。自らの疲労サインを受け止めて、休憩を取る段

階には至っていないが、疲労の回復やミスの軽減に繋

がる休憩の必要性を意識でき、行動可能になっている

と言える。 

 

６  考察 

（1）MWS体験を定着させるための仕組み 

MWS実施時は、対象者が補完方法の獲得やセル

フマネジメントの習得の手がかりになるような経験をした

際に、その意味について即時フィードバックを行うと共

に、それに対する対象者の感想を共有した。このことに

より、対象者が対処行動の習得を意識づけられるよう

にした。 

また、MWS実施の最終日に感想文を課し、それを

基にグループワークを行った。グループワークの前に

感想文を課したのは、MWS実施時に意識づけられた

体験を文章化することで整理を図り、グループワークの

発言に繋がることを意図してのことである。グループ

ワークはトータルパッケージの内容の1つとして位置づ

けられており3)、今回は他者の経験を聴くことで、対象

者が自らの経験を言語化し内省することを意図した。

MWS実施終了後に、少し期間をおいて結果のフィード

バックを行った。時間を置いてMWS実施時のエピソー

ドを振り返ることで体験をより深めること、他者から作業

の状況やその特性について伝えられることで、自らの

経験を客観的に捉えるのを可能にすることを意図した。

対象者はMWSの試行において設定された、実施時間

内の即時フィードバック、実施終了日に行った感想文

とグループワーク、終了後に行った実施結果のフィード

バックを段階的に経ることで、MWSにおける体験が意

識付けされ、内省化され、経験を客観的に捉えること

に繋がったと言える。対象者の感想文の記述内容やグ

ループワークの発言には、「見直しをすることでミスが防

げるようになった」「休憩時間に気持ちを切り替えると良

かった。席から離れてソファに座ったり、人と話したりし

た。眠気を振り払うことも出来た」等があり、自らの経験

とともに新たな気づきが言語化され、内省の深まりが窺

える。 

 

（2）MWS体験の展開を促進したスタッフの働きかけ 

MWS終了後、校内授業においても、能開校スタッフ

は機会を捉えては「MWSでやりましたよね」ということを

繰り返し訓練生に伝えている。例えば、事例Aでは他

の訓練で補完方法を取り入れた際に、能開校スタッフ

は「MWSで上手くいったことを訓練に取り入れたことで、

更に伸びが見られる」という正のフィードバックを与えて

いった。事例Bではパソコンの訓練でエラーが出た時に、

「文書入力」での成功体験を想起させたことが対象者

の補完方法の確立につながった。 
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（3）まとめ 

これらの仕組みと働きかけを図１に当てはめたものが

図５である。MWS体験では、補完方法や疲労のマネジ

メント方法を取り入れたことでもたらされた成功経験が、

意識付け、内省化、客観化の過程を経て、他のカリ

キュラムに展開する足がかりが出来た。他のカリキュラ

ムでは、能開校スタッフが繰り返しMWS体験の振り返り

を行った結果、対象者がパソコンや簿記の授業で自

発的に見直しを行う、作業中に中断して自らの疲労度

に応じて休憩を取るなど、補完方法の取り入れや疲労

のセルフマネジメントの習得に向けた行動が校内授業

においても展開されていた。さらに、より就労に近いイ

ンターンシップ場面でも発展的に展開されており、対

象者の作業遂行における自立度の段階的向上に寄

与していると言える。 
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図5 MWS体験と他カリキュラムの関係の概念図 

 

７  今後の課題 

本報告ではX能開校のカリキュラムの中でMWSの試

行結果を図式化し、概念化を図った。しかしながら、本

稿の執筆時には対象者の帰趨状況は明らかになって

いない。今後は帰趨を踏まえて対象者にヒアリングを

行い、MWSで意図した補完方法の確立や疲労のセル

フマネジメントスキルの向上が実際の就業場面に発展

しているかを検証することが必要と考える。また、今回

の報告では言及していない「病気や生活の自己管理」

等のカリキュラムや、職業意識の変化とMWS体験との

関係についても今後合わせて検証していきたい。 
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職業総合センター調査研究報告書No.57」 障害者職業

総合センター（2004） 
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地域若者サポートステーションにおける 
トータルパッケージの活用について 

 

○小池 磨美（障害者職業総合センター障害者支援部門 研究員） 

中村 梨辺果・位上 典子・村山 奈美子・下條 今日子・加賀 信寛・望月 葉子・川村 博子・ 

加地 雄一（障害者職業総合センター障害者支援部門） 
  
１ 背景と目的 

地域若者サポートステーション（以下「サポス

テ」という。）は、地域における若者自立支援

ネットワーク整備の拠点として全国92ヶ所（2009

年度）に設置されており、若年無業者とその保護

者を対象に、相談、各種プログラム、職場体験等

様々な就労支援メニューを提供している施設であ

る。 

2007年に障害者職業総合センター（以下「当セ

ンター」という）が行った調査１）によると、対

象となった２か所のサポステにおける調査期間中

の利用者で、発達障害の診断のある者は9名、本

人からの開示あるいは主訴とする者は7名、サポ

ステが判断した者は26名、計42名となっており、

同時期の利用者669名に対して、6.3％を占めてい

る。同じく2007年に、サポステと同様に若年無業

者への支援を行っている若者自立塾とサポステの

利用者を対象にした(財)日本生産性本部（旧社会

経済生産性本部）の行った調査２）において、過

去に「精神科又は心療内科で治療を受けた」経験

のある者は、49.5％を占めている。これらの調査

結果は、若年無業者の就労を支援しているサポス

テにおける精神障害あるいは発達障害を有する

（疑いを含む）者への支援の必要性を示している。 

このような状況を踏まえ、サポステにおける

トータルパッケージの効果的な活用の可能性を明

らかにするための試行状況について報告する。 

 

２ 方法 

（1）対象施設 

今回の試行では、2007年に設置されたX地域若

者サポートステーション（以下「Xサポステ」と

いう。）をその対象施設としている。Xサポステ

の昨年度の新規登録者は312名、うち、障害が確

認されているあるいは利用者自身から申告のあっ

た者は50%を超えている（表１参照）。 

 

メニューとしては、「意欲向上プログラム」

「キャリア開発プログラム」「グループカウンセ

リング」「保護者セミナー」といった集団プログ

ラムだけでなく、相談員や臨床心理士による個別

面接も行われている。 

 

（2）対象者 

Xサポステの相談員が、障害や疾病の確認がで

きている同施設の利用者５名を対象に幕張ワーク

サンプル（以下「MWS」という。）を実施した。

うち１名は、本人の意向により、試行初日で中止

した。その他４名の概要を表２に示す。 

A B C D
男/２１ 女/３２ 男/２７ 女/２９

知的
ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ

診断なし ADHD 軽度うつ状態

なし なし なし なし

３ヶ月 １年９ヶ月 ３ヶ月 ４ヶ月

学歴 大学中退 高校中退 大学卒業 専門学校中退

職歴

古本屋店員
（６ヶ月）その
他にスーパー
の品だし、コ
ンビニや居酒
屋の店員など
(１０ヵ所程度)
各々１ヶ月程
度、全てアル
バイト。

食品工場（５
年）はパート
勤務。その後
スーパーの品
だしなど短期
間のアルバイ
トを繰り返して
いた。

派遣会社で事
務・製造に従
事（１年）。そ
の後、製造業
で正社員（３
年)、通信工事
（１年）勤務。

スーパー（４
年）、他に家
業の手伝い、
研究補助等
スーパー以外
は短期間で全
てアルバイト。

＊　療育手帳、精神保健福祉手帳又は身体障害者手帳の所持の有無について

サポステ
利用期間

経歴

表２　MWS対象者

対象者
性別/年齢
障害名
（診断名）
療育手帳等の

所持の有無*

 

（3）試行の方法 

① 実施体制 

試行に先立って、サポステの相談員に対して、

トータルパッケージについての研修（講義及び

演習）を実施した。 

今回の試行は、サポステで行われている各種

プログラムとは関連させることなく、本研究担

当者が企画し、サポステの協力の下に実施した。 

② 実施時期 

平成21年２月～７月 

③ 実施の方法と内容 

 １日あたり２時間から４時間の範囲で、MWS

訓練版（一部に簡易版）を中心に実施し、１人

あたり８～18日間を１～２ヶ月の間に実施した

（表３参照）。 

実施に当たっては、作業特性の把握とともに、

作業遂行力の向上を目指し、補完方法の導入と

確立、疲労のセルフマネージメントの向上を図

新規
登録者数

身体
障害者

知的
障害者

発達
障害者

精神
障害者

延べ
利用者数

312 3 8 26 127 6,082
1.0% 2.6% 8.3% 40.7%

注）　各障害者欄の下段は、新規登録者数に対する百分率である

     なお、障害の確認は、障害者手帳等あるいは利用者の申告によって
　行われている

表１　利用者の概要　  　   　　（平成20年度）
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ることを目標とした。 

また、MWS訓練版等を実施後、対象者とその

家族に実施結果と職業リハビリテーション

（以下「職リハ」という。）の観点から就職

に向けた課題や具体的な対策を説明する機会

を設けた。 

 

３ MWS実施状況と経過 

 表２に示した４名について、MWSの実施状況と

その後の経過について以下に示す。 

＜事例Ａ＞ 

［実施状況］ 

開始当初、実施期間を２ヶ月間（実施日数は10

日間）で行う予定であったが、欠席が多く、作業

特性を十分に把握することができなかったため、

５日間の追加実施を行った。 

MWSはOA作業と事務作業を中心に実施した。指

示理解については、一般的な口頭指示だけでは不

十分なことも多く、理解の状態に応じて噛み砕い

た説明を必要とした。また、作業への集中力や持

続力は低く、作業耐性の不十分さが認められた。 

ただし、「数値チェック」や「数値入力」等作業

工程の単純な反復作業については、一般参考値の

平均を上回る作業スピードを示している。また、

作業理解が安定し、補完方法が確立することで、

エラーの軽減・消失が図られ、意欲の喚起を積極

的に図ることで、作業への集中や持続に意識を向

けることが促進された。 

対象者と家族へのフィードバックに当たっては、

作業遂行に当たっての特徴とともに、社会的ルー

ルの順守や作業耐性の向上に向けた専門的な働き

かけの必要性を伝えた。 

［その後の経過］ 

 前半のフィードバックの際に、保護者から、サ

ポステ以外の相談機関での相談経過が話され、療

育手帳の取得が許可され、専門医療機関の利用を

始めており、デイケアの利用を勧められ、検討し

ていることが明らかになる。 

 後半のMWS実施後、デイケアの利用を正式に決

め、現在、サポステの利用は中止し、発達障害者

を対象としているデイケアに通所している。 

＜事例Ｂ＞ 

［実施状況］ 

作業理解については、例示あるいは介助的な指

示を必要とし、理解の定着に向けて手順書を活用

したり、練習を繰り返したりする必要があった。

また、数処理など基礎的な学力の不足が見受けら

れ、作業の遂行に影響を及ぼした。 

OA作業については、対象者の希望に基づき、体

験的に実施した。作業内容の理解はできたものの、

学習や経験が少ないためPCスキルは不十分であり、

正確な作業は困難であった。事務作業の数値の照

合については、作業工程に見直しを入れることで

正確な作業になったものの作業スピードは遅かっ

た。また、その他の事務作業については適切な理

解が困難であった。実務作業の作業の内容につい

ては概ね理解可能であったが、手順の安定には時

間を要し、作業スピードについては一般参考値

（平均）の２倍程度を必要としていた。 

また、障害者を対象とする就労支援について興

味を示したため、具体的な情報を提供した。 

［その後の経過］ 

 MWS等の実施と並行して、就労支援の具体的な

情報を提供し、相談を行ったが、職リハ機関の利

用については、対象者は希望していない。実施後、

半年近く経過した時期に、作業結果について母親

と話し合う機会を持つこととなり、支援が続いて

いる。 

＜事例Ｃ＞ 

［実施状況］ 

 開始当初、実施期間は２ヶ月間、（実施日数は

10日間）の予定だったが、本人からMWSの全ての

作業を行いたいとの希望により、実施期間を延長

し、最終的には４カ月間に１８回、延べ34時間

（WAISⅢを含む）実施した。 

 PCの入力作業、実務作業、簡易で定形的な事務

作業についての指示理解は、一般的な口頭指示で

概ね可能であり、エラーについても、見直しを必

ず行う、メモを活用するなどの補完方法を確実に

行うことで、概ね自己修正可能であった。しかし

ながら、簡易なレベルでのエラーの出現や作業

ペースがゆっくりで、ラベル作成以外の作業にお

いてはいずれも同世代の一般参考値（平均）に比

較して同等かそれ以下の作業スピードであり、作

業開始後に40～50分程度で集中力の途切れる様子

が見られるなど、実際の職場においては、配慮が

必要になると考えられた。 

 

A B C D
男/２１ 女/３２ 男/２７ 女/２９

知的・
ｱｽﾍﾟﾙｶﾞｰ

診断なし ADHD 軽度うつ状態

実施数 ６種類 １０種類 １３種類 ８種類
数値入力 数値入力 数値入力 数値入力

文書入力 文書入力 文書入力 文書入力

ｺﾋﾟｰ&ﾍﾟｰｽﾄ ｺﾋﾟｰ&ﾍﾟｰｽﾄ

検索修正

ファイル整理

数値チェック 数値チェック 数値チェック 数値チェック

物品請求書 ラベル作成 ラベル作成 ラベル作成

作業日報集計 作業日報集計 作業日報集計 物品請求書

物品請求書 物品請求書

重さ計測 ピッキング ピッキング ピッキング

ナプキン折り ナプキン折り ナプキン折り

重さ計測 ﾌﾟﾗｸﾞﾀｯﾌﾟ組立 重さ計測

重さ計測

WAISⅢ WAISⅢ

20
（９日間）

20
（１０日間）

30
（１８日間）

19.5
（８日間）

表３　MWS実施状況

対象者
性別/年齢

障害名

知能検査

MWS実施時間
（日数）

OA
作業

事務
作業

実務
作業

内容
MWS
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［その後の経過］ 

 MWS実施後、対象者及び保護者に実施状況と作

業遂行上の特徴、今後の就労に向けた助言を行っ

た。後日、保護者からの希望に基づき、改めて相

談を実施、生育歴やそれまでの職業経験等につい

て聴取するとともに、職業リハ機関についての情

報提供を行った。 

 対象者と家族との話し合いの結果、職リハ機関

の利用の申し出があったので、対象者の住居を管

轄するY障害者職業センターに情報を提供した。

その後、職業評価、職業準備支援と継続した支援

を受けている。 

＜事例Ｄ＞ 

［実施状況］ 

定型的な反復作業における指示理解は、一般的

な方法で可能と判断される。「数値チェック」

「数値入力」「ピッキング」といった簡易な反復

作業についてはエラーの少ない安定的な作業遂行

が出来ている。作業工程や条件が複雑になる「文

書入力」「物品請求書作成」は、レベルが上がる

につれて、指示理解が出来ていながらも、判断の

曖昧さや条件の見落としなどが現れ、作業遂行上

の負荷は高いと判断された。また、「重さ計測」

では音声での指示を聞き取れないことがあり、メ

モを取りながらもエラーがなくならず、不安定な

作業状況にある。 

「見直し」を工程に採り入れることで、エラー

の出現は減るものの、作業時間の一般参考値（平

均）を下回る結果がさらに増えることになる。 

［その後の経過］ 

MWS実施後、対象者本人に実施状況と作業遂行

上の特性についてフィードバックを行った。具体

的には、作業遂行の向上のためには、職務範囲の

限定や補完方法の導入が必要であり、安定した就

業には、習熟に向けての時間的猶予や要求水準の

軽減などの配慮を事業所に求めることが必要にな

ると伝えた。 

今後、就労に向けた現実的な方策を建てるため

には、疾病による職業や生活への影響の整理を図

ることが必要であり、サポステの相談員と相談を

重ねていくことになった。 

 

４ 結果 

（1）対象者のてん末 

実施対象者５名のうち、１名は中止、２名は終

了後他機関に移行し、２名はサポステを継続利用

している。表２で示した４名について、そのてん

末を表４にまとめた。 

対象者 MWS終了後の状況

A 発達障害者を対象とする医療機関のデイケアに通所中。

B

サポステを継続利用。
MWS終了後、その結果等について保護者との相談を提案
したものの、具体的な進捗なく経過。４ヶ月後に申し出が
あり、実施予定。

C
居住管轄の地域障害者職業センターにおいて、職業準備
支援のため通所中。

D

サポステを継続利用。
結果を踏まえて、相談員は、本人の希望する集団プログ
ラムの参加と併行して、疾病の理解やその影響を受け止
めるための相談を継続することを支援方針として定めた。

表４　対象者のてん末

 
 

（2）試行の結果 

 上述した４人のてん末を踏まえて、試行の結果

について考察を進める。 

① 自己理解の促進 

ア 作業特性の理解 

いずれの対象者についても、実施するワー

クサンプルの選択に当たっては、対象者の希

望を優先し、対象者自身の当該作業に対する

達成感や困難さ等についての体験の共有を

図った。未経験の作業については、実際に

行った感触を得ることで、自分と当該作業と

の関係をイメージだけでなく体験としてもつ

なげられるように働きかけた。 

また、実施した作業において、エラーが表

出した場合には、エラーの軽減や消失に向け

て、具体的な補完方法を提案し、実際に行い、

その軽減や消失を図り、「工夫することで改

善できた」という体験の共有を図った。 

このような対象者の体験を踏まえて、MWS

の実施結果を取りまとめ、対象者（保護者も

含む）にフィードバックを行った。そこでは、

上述した対象者の体験だけでなく、作業の正

確性、作業時間といった作業遂行状況を数値

で示すとともに、作業の実施状況を具体的な

エピソードで示すことで、対象者の作業遂行

上の特性を明らかにし、対象者と共有を図っ

た（事例A・B・C・D）。 

イ 経験の振り返り 

MWS実施後のフィードバックの場面では、

MWSの実施結果から導き出した対象者の作業

特性と過去の職業経験とを関連づけて振り返

ることができた（事例A・B・C・D）。 

② 進路選択の拡大 

ア 社会資源についての情報提供 

個別の作業特性を踏まえて、利用可能な社

会資源についての情報を具体的に提供し、相

談の進捗に応じて、それらを利用することの

メリットとデメリットについても説明し、対

象者と保護者が具体的かつ現実的な選択肢と

して検討を進めるための情報の提供を図った
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（事例B・C）。 

イ 他機関への移行 

MWSの実施結果を踏まえて、個別の作業特

性を対象者と保護者に示すことで、これまで

の生活上あるいは職業上の困難性に対する対

処の方法を見直し、困難性に応じた支援機関

の利用に向けた働きかけを行い、利用に向け

て支援機関との連絡や調整を行った（事例

A・C）。 

③ 作業特性を踏まえた相談 

MWSの実施結果と作業体験の共有を踏まえ

ることで、生活やこれまでの職業経験につい

てより具体的に振り返ることで疾病や障害に

ついての理解や受容を図り、現実の状況に応

じた具体策の提案・検討を進めることを個別

相談の方針として位置づけた（事例D）。 

 

５ まとめ 

サポステを利用している発達障害者や精神障害

者の多くは、職歴があり、経験を踏まえた職業観

を持っている。併せて、作業上の不適応、職場で

の対人関係や就職活動における困難さを経験して

いることも多い。そこで、改めて就職に向けた活

動を進めるにあたっては、それまでの経験から生

じているネガティブな自己評価に基づく自己理解

を、作業特性に基づいた自己理解に変えていく必

要がある。 

今回の試行においても、対象者の希望する作業

を優先的に実施し、作業体験を共有することで、

対象者自身が他の人たちとの比較ではない、自分

自身の作業体験に基づいた自らの作業特性を把握

できるように働きかけている。さらに、これまで

とは質的に異なる自己イメージを受け入れるにあ

たっては、作業遂行上の困難性とともに、その改

善に向けた具体的な体験がプラスのイメージとし

て受け入れられるように働きかけている。その上

で、それまでの職業経験を振り返り、その困難性

に対する対策について検討し、利用可能な社会資

源についての情報を提供している。対象者によっ

ては、このプロセスを経て、より専門的な機関へ

の移行につながっている。 

また、MWSを行うことで、個別の作業特性が明

らかになり、疾病や障害の影響についても推測が

可能になることで、相談員は個別の相談活動にお

いて、共有できる経験と具体的な提案の可能性を

持てることになった。 

これらは、これまでのサポステの支援内容では

十分に対応できなかった利用者に対する個別支援

の充実に向けた展開として捉えられる。 

最後に、今後のXサポステでのMWSの本格的な実

施に向けて課題を検討しておきたい。 

まず、１つ目として実施体制の整備が挙げられ

る。サポステでは、相談員３名が、プログラムや

相談活動の合間にMWSを実施することになるため、

限られた時間と人員を踏まえた効率的な実施の枠

組み（方法）を具体化することが求められている。 

２つ目は、対象者の選定である。今回の試行に

当たっては、対象者５名のうち、１名が試行１日

で中止となっている。今後の本格的な実施の検討

に当たっては、実施の目的と方法、実施体制に応

じた対象者の選定についての留意点についても整

理を図ることが必要だと考える。 

３つ目は、技術移転である。今回は、本研究へ

の協力の一環として試行を実施したため、本研究

担当者がMWSを実施している。今後、具体的な実

施方法に応じて、Xサポステのスタッフ（相談

員）への速やかな技術移転を図る必要がある。 
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